
ひ
孫
た
ち
が
ん
ば
る
地
区
民
運
動
会

頼
成
勢
健
闘
及
ば
ず
六
位
と
七
位
に

時
折

小
雨
の

ぱ
ら
つ

く
十
月

七
日
、

第
三
十

八
回
地

区
民
運

動
会
が

庄
東
小

学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今

年
の
頼

成
は
、

青
団
が

ビ
ッ
グ

ス
プ
ー

ン
レ
ー

ス
や
救
出
班
出
動
！
等
で
一
位
と

な
り
、
上
位
進
出
が
期
待
さ
れ
ま

し
た
が
、
玉
入
れ
や
混
合
リ
レ
ー

な
ど
大
量
点
の
稼
げ
る
種
目
で
い

ず
れ
も
下
位
と
な
り
、
最
終
的
に

は
紫
団
と
共
に
総
合
六
位
、
七
位
と
い
う
不
本
意
な
成

績
に
終
わ
り
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
は
黄
団(

三
合
新)

で
し
た
。

市
ペ
タ
ン
ク
選
手
権

今
年
は
入
賞
な
ら
ず

砺
波
市
の
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
が
、
秋
晴
れ
の
十

月
七
日
、
高
道
の
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
賴
成
光
寿
会

か
ら
は
三
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
は
賴
成
Ｂ

チ
ー
ム(

林
義
夫
・
八
田
茂
與
・
島
照
子)

が
、
予
選
リ

ー
グ
を
勝
ち
抜
い
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
、
三

位
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
善
戦
及
ば
ず
三
チ
ー

ム
と
も
予
選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

園
児
ら
と
交
流

ふ
れ
愛
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

十
月
二
十
五
日
、
県
西
部
体
育
館
で
、
市
老
連
主
催

の
第
八
回
ふ
れ
愛
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
会
員
の
親
睦
と

ふ
れ
あ
い
を
深
め
、

幼
児
と
の
世
代
交
流

を
し
な
が
ら
健
康
保

持
に
も
役
立
て
よ
う

と
い
う
こ
の
集
い

に
、
市
内
の
各
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
会

員
約
七
五
〇
人
、
園

児
一
五
〇
人
が
参

加
、
会
員
と
園
児
が

ペ
ア
に
な
っ
て
大
玉

転
が
し
や
ビ
リ
ヤ
ー

ド
レ
ー
ス
な
ど
に
興
じ
、
健
康
作
り
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
か
ね
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
会
か
ら
も
八
田
嵩
会

長
ほ
か
光
寿
会
役
員
九

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

林
神
社
拝
殿
屋
根
改
修

工
事
が
終
わ
り
ま
し
た

か
ね
て
か
ら
修
復
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
た

林
神
社
拝
殿
屋
根
が
こ

の
ほ

ど
立
派

に
仕
上

が
り
ま

し
た
。

十
一
月

三
日
午

後
三
時

か
ら
の

秋
季
例

大
祭
に

あ
わ
せ

て
、
改

修
工
事

の
竣
工
慶
賀
祭
が
行
わ

れ
、
工
事
関
係
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
や
氏
子
へ
の
記
念

手
拭
贈
呈
が
あ
り
ま
す
の
で
、
誘
い
合
わ
せ
ご
参
詣
く

だ
さ
い
。

注
連
縄
づ
く
り

林
神
社
の
神
域
と
現
世

を
隔
て
る
結
界
の
役
割
を

果
た
す
大
切
な
注
連
縄

が
、
十
月
二
十
七
日
夜
、

賴
成
営
農
の
作
業
場
で
、

善
導
常
会
の
皆
さ
ん
総
出

の
奉
仕
作
業
で
作
ら
れ
ま

し
た
。

毎
年
の
こ
と
と
は
い
え

本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。

季

節

の

う

た

三
猿
に
な
り
て
二
人
の
日
向
ぼ
こ

林

香
月
子
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冬
の
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音

1

延
喜
式
内

林
神
社

林
神
社

秋
季
大
祭

秋
季
大
祭

午
前
六
時

午
前
六
時

除
幕
式

除
幕
式

六
時
四
十
分

六
時
四
十
分

獅
子
舞
開
始

獅
子
舞
開
始

七
時
十
五
分

七
時
十
五
分

宮
舞
宮
舞

午
後
三
時

午
後
三
時

神
事
竝
に
竣

神
事
竝
に
竣

工工

慶
賀
祭

慶
賀
祭

工事中の拝殿 ２４．８．１ 撮影

弔
事

高
畠

外
男

様

十
月
二
十
二
日
死
去

享
年

数
え
年
八
十
八
歳

齋
藤
恵
美
子

様

十
月
二
十
六
日
死
去

享
年

数
え
年

七
十
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

般若公民館HPより

次世代へ技も伝える

善導常会の注連縄づくり

紫 団 青 団



般
若
地
域
巡
り

十
一
月
十
一
日(

日)

八
時
四
十
五
分

改
善
セ
ン
タ
ー
集
合

(

八
時
半)

、
薬
勝
寺
、

安
川
改
善
セ
ン
タ
ー
、

民
具
館
な
ど
を
ま
わ
り
、
公
民
館

祭
り
の
餅
つ
き
大
会
に
参
加
し
ま

す
。
手
頃
な
距
離
を
歩
き
な
が
ら

地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
ま
た
と

な
い
機
会
で
す
。
ご
参
加
く
だ
さ

い
。写

真
は
薬
勝
寺

境
内
に
立
ち
並
ぶ

五
百
羅
漢
像
の
う

ち
の
一
体
で
す
。

今回は、新聞ちぎり絵に挑戦しま

した。最近の新聞は実にカラフルで

すので、それをちぎって少し気の利

いた絵はがきを作ってみようということで、皆さんそれぞれ思い思

いの絵柄を考えて熱心に取り組みました。一時間余りでなかなか素

敵な作品が仕上がりました。午後は阿弥陀経の読誦と仏説観無量寿

経の書写第二十回、釈尊の説く十三観のうち第八の観、像観につい

ての部分を書写しました。次回は １１月１６日 (金曜日)で

す。

今年も菊作りをされている会員の方の
ご協力を得て「観菊とお茶席」のつどいを
開く予定です。
菊の見頃と合わせるため、いつもの第

三水曜日ではなく、1６日(金曜日)ですの
でお間違いのないようお願いします。
１０時～１５時 いつでも自由にご来亭く

浮世亭だより

暴
力
団
対
策
法
を
改
正
し
暴
力
団
の
追
放
に
國

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
さ
中
、
こ
と
も
あ
ろ

う
に
“
法
の
番
人
”
で
暴
力
団
を
取
り
締
ま
る
側

の
田
中
慶
秋
法
相
が
、
暴
力
団
関
係
者
と
の
交
際

を
認
め
た
あ
げ
く
、
辞
任
し
な
い
ま
ま
胸
の
痛
み

な
ど
を
理
由
に
病
院
に
逃
げ
込
ん
だ
。
呆
れ
て
も

の
も
言
え
な
い
。
そ
ん
な
過
去
を
持
ち
な
が
ら
法
務
大
臣

の
座
に
と
び
つ
い
た
当
人
の
厚
顔
無
恥
さ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
党
首
選
で
支
持
し
て
く
れ
た
議
員
だ
か
ら
と
こ
ん

な
不
適
格
者
を
大
臣
に
据
え
た
野
田
総
理
の
責
任
は
重
大

だ
。
直
ち
に
更
迭
す
べ
き
な
の
に
、
ぐ
ず
ぐ
ず
と
引
き
延

ば
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
庇
い
き
れ
な
く
な
っ
て
よ
う
や

く
ク
ビ
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
あ
と
が
ま
た
い
け
な

い
。
た
っ
た
四
ヶ
月
し
か
在
任
し
て
い
な
い
の
に
、
肩
の

荷
を
下
ろ
し
て
ホ
ッ
と
し
た
と
言
っ
て
３
週
間
前
の
改
造

で
辞
め
た
ば
か
り
の
前
法
務
大
臣
を
再
び
そ
の
座
に
戻
し

た
。
国
政
が
停
滞
し
国
益
が
日
々
刻
々
と
失
わ
れ
て
い
る

こ
の
時
期
に
、
こ
の
人
た
ち
は
一
体
何
を
考
え
て
い
る
の

か
。
国
民
を
愚
弄
す
る
の
も
い
い
加
減
に
し
て
も
ら
い
た

い
。
今
日
も
尖
閣
沖
の
日
本
領
海
に
中
国
艦
が
不
法
に
侵

入
し
て
き
て
い
る
。

鵤 木
い か る ぎ

１１月行事予定

★ １日 定例役員会
★１１日 公民館まつり

地域めぐり
★ 1３日･１４日

光寿会一泊旅行
★ 1６日 らんじょ浮世亭

晩
秋
の
能
登
・
氷
見
方
面
へ

新
装
開
店
の
氷
見
番
屋
街
へ
も

日
程

第
一
日

１
４
時
Ｊ
Ａ

庄
東
支
店
前
発
→
太
子
堂
前

→
中
賴
成
→
常
称
寺
前
→
能
越
道
高
岡
Ｉ
Ｃ
→
道
の
駅

「
庵
」
ト
イ
レ
休
憩
→
休
嶽
山

長
齢
寺
拝
観
→
１
６
時
５
０
分

和
倉
温
泉
宝
仙
閣

第
二
日

９
時
出
発

→
能
登
有
料

道
路
経
由
→

１
０
時
１
０

分

輪
島
朝

市
→
１
２
時
１
０
分
宝
仙
閣
に

て
昼
食
→
１
４
時
２
０
分
氷
見
番
屋
街
→
能
越
道
経
由

に
て
１
６
時
１
０
分
賴
成
帰
着

会
費男

性
１
４
．０
０
０
円

女
性
１
３
．０
０
０
円

休
嶽
山
長
齢
寺
に
つ
い
て

前
田
利
家
が
七
尾
城
の
築
城
の
際
、
出

城
の
役
を
担
わ
せ
る
た
め
二
十
九
カ
寺

を
集
め
た
な
か
の
一
つ
、
今
も
十
六
寺

が
残
っ
て
お
り
山
地
を
縫
っ
て
遊
歩
道
が
作
ら
れ
て
い
て
そ
の

登
り
始
め
に
長

齢
寺
が
在
る
。

加
賀
藩
初
期

の
歴
史
的
な
遺

品
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。

氷
見
無
番
屋
街

に
つ
い
て

海
鮮
館
に
代

わ
る
食
文
化
発
信
施
設
と
し
て
氷
見
漁
港
北
側
海
岸
地
区
の
約

２
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
建
設
。
鮮
魚
店
や
料
理
店
、
水
産

加
工
品
店
の
ほ
か
飲
食
店
や
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
が
入
る
。

賴成光寿会一泊研修旅行 １１月１３日(火)〜１４日(水)

小さい花びら ちぎりにくいネー

長齢寺山門
氷見番屋街

氷見番屋街全景

輪島の朝市

第７８回

慶
事

砺
波
市
文
化
の
日
表
彰

地
域
振
興

林

孝
行

様

自
治
会
委
員
長
と
し
て
地
域
の

振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す




